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要 旨

1986年度新潟大学歯学部系統解剖実習において,

同一個体に鎖骨舌骨筋および顎二腹筋前腹の破格

を認めた｡鎖骨舌骨筋は右側のみに見られ,鎖骨

上縁より起こり上内万に走行して舌骨体に停止し

ていた｡一方,顎二腹筋前腹の破格は左右でほぼ

対称的にみられ,中間健より起こり二腹筋駕に停

止する3対の筋束に加え,やはり中間膳より起こ

るが顎舌骨筋縫線に向かう1対の筋束の2種類が

みられた｡

以上の所見から,鎖骨舌骨筋は高野ら1)の分類

の (ⅠⅠⅠ)型に,また顎二腹筋前腹の破格は山田17)

の分類の (ⅠⅠⅠ)型に相当すると考えられたが,二

腹筋寓に停止する筋束が3つに分けられるような

報告はないように思われた｡

鎖骨舌骨筋は,胸骨,鎖骨,肩甲骨から起こっ

て舌骨に向かう単一の板状筋が,部分的に退化消

失して舌骨下筋が形成される際に,その退化の度

合が弱かった場合に,また顎二腹筋前腹の破格は

顎舌骨筋からの分化や起始,停止の移動,および

筋線維の走行の整理が不完全であった場合に出現

すると考えられた｡

緒 言

一般に舌骨筋群は破格の出現頻度が高いと言わ

れており,なかでも顎二腹筋前腹の破格に関して

は, これまでにも多くの出現例が報告されてい

る｡ 3)15ト20)23)24)27)28)これに対して鎖骨舌骨筋は比

較的稀なものとされ,過去に十数例の報告がある

のみである｡2ト13)

著者らは,1986年度新潟大学歯学部系統解剖実

習において同一個体 (死亡時の年齢84歳,女性)

に上記2種の筋の破格を認めたので報告する｡

所 見

死体番号 7241,84歳,女性｡

1.鉄骨舌骨筋

右頚部において,鎖骨より起こり上内万に走行

して舌骨体に停止す･る鎖骨舌骨筋を認めた｡この

筋は全長57mm,厚さ2mmの南平な筋であり,鎖骨

上縁の胸骨端より35mm外側から11mmの幅径をもっ

て起こり,起始部より中央部まではほぼ同径であ

るが,これより漸次径を減じ,6mmの幅径をもっ

て舌骨体中央部より4mm外側に停止していた (図

1,2)｡
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図3

この筋と肩甲舌骨筋および胸骨舌骨筋との停止

部における位置関係を図3に示す｡これら3筋は

表層から鎖骨舌骨筋,肩甲舌骨筋,胸骨舌骨筋の

順に舌骨体に停止しており,停止部では肩甲舌骨

筋はその内側線を鎖骨舌骨筋に僅かに覆われてい

るのみであるが,胸骨舌骨筋は肩甲舌骨筋の内側

縁および鎖骨舌骨筋によってほとんど覆われてい

た｡

尚,左側には鎖骨舌骨筋の出現は認められず,

また両側とも肩甲舌骨筋および胸骨舌骨筋の形態

に異常は認められなかった｡

図2

図1,2 右側舌骨下筋3筋,およびそ

の模式図｡

図3 舌骨の前面観の模式図｡3筋の停

止部位を示す (-→)｡肩甲舌骨筋､
鎖骨舌骨筋
胸骨舌骨筋ノ

2.顎二腹筋前腹の破格

鎖骨舌骨筋をもつ症例と同一個体に顎二腹筋前

腹の破格が認められた｡中間健より起こり二腹筋

駕に停止する筋束に加え,やはり中間健より起こ

るが顎舌骨筋縫線部に向かう筋束が,両側でほぼ

対称的に存在していた (図4, 5)0

便宜的に,二腹筋喬に付着する筋束をA,顎舌

骨筋縫線に向かう筋束をBとする｡A筋は全長が

右側47mm,左側55mmであり,右側17mm,左側18.5mm

の幅径をもって二腹筋駕に停止していたが,この

筋は各々さらに3つの筋束に分けることができた

(これらをそれぞれ正中側からA-1,A-2,

A-3とする)｡A-1は全長にわたってその外側

半をA-2に覆われて走行していたが,A-3は

両側ともA-2の外側を走行したのちA-2の内

上方へまわりこみ,その上層で二腹筋寓に停止し

ていた (図4, 5)｡また,左側ではA-1,A-

3ともに筋の幅径が大きいため,筋腹中央部で両
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図4

図4,5 下顎底腹側観,およびその模式図｡

図5

A:舌骨から二腹筋駕へ向かう筋束｡
これをさらに3筋に分け,それぞれ正

中側からA-1,2,3とする｡

B :舌骨から顎舌骨筋縫線へ向かう筋束｡

図6,7 下顎底腹側観,およびその模式図

両側 ともA-2を筋腹中央部で切断,反転 して

ある｡
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筋束間に顎舌骨筋の筋束が見られたが,一方右側

ではともに筋の幅径が小さいため,両者は全長に

わたって互いに接していた (図6, 7)｡

一万,B筋は両側とも顎舌骨筋縫線部に達した

のちそれぞれ反対側の顎舌骨筋へと移行していた

が,この移行部では左側の筋束が右側の筋束を覆

って交差していた｡また,これらの筋束はA筋と

同様に中間勝より堪こるが,これとは完全に独立

して走行していた｡

考 察

1.鏡骨舌骨筋

高野ら(1955)1)は鎖骨舌骨筋を隣接筋 (肩甲舌

骨筋および胸骨舌骨筋)との関係から次の5型に

分類している｡

(Ⅰ)Omo-cleido-hyoidetlS

肩甲舌骨筋の上腹が鎖骨から余分の筋束を

受けたもの｡

(ⅠⅠ) Cleido-hyoideus

正常な肩甲舌骨筋を欠き,鎖骨より起始し

舌骨に至る筋束をもつもの｡

(III) Cleido-hyoideusaccessorius

正常な肩甲舌骨筋を有し,しかも鎖骨より

舌骨に至る筋束をもつもの｡

(Ⅳ) Cleido-stemo-hyoideus

鎖骨から起こった筋束が胸骨舌骨筋に至る

もの｡

(V) Cleido-sternO-thyreoideus

鎖骨から起こり胸骨甲状筋に至る筋束｡

以上の分類と比較すると,本症例は正常な肩甲

舌骨筋および胸骨舌骨筋を有し,'さらにこれらと

は独立した筋束をもつので,上記分類の (ⅠⅠⅠ)型

にあたると考えられる｡この Cleido-hyoideus

accessoriusは,Anderson(1882)2),Le Double

(1897)3),Steihbach(1923)4),山田(1934)5),津田

(1939)6), 栃内ら (1944)7)8),高野ら,康 ･良永

(1966)9),村上ら(1967)10),佐藤 ･太田(1967)ll),

島田ら (1969)12),

され,その出現頻.I;-tl!.

本ら (1978)13)によって報告

こついては山田が0.8% (脂

児125体中1例),栃円が0･3% (308体中1例,演

栃内は後にさらに1曹ljを追加報告している),高野

らが0.6% (158体中1例),岡本らが1.6% (64体

中1例)と報告しており,非常に稀なものである

と思われる｡

津田は,舌骨下筋は舌下神経下行枝によって支

配される単一の筋原基より発生すると述べており,

鎖骨舌骨筋はこの筋原基の過剰発育によって生ず

るのであると推測している｡

しかし,高野らは Cleido-stemo-hyoideusが肩

甲舌骨筋と癒合したものを7ヶ月胎児において認

めており,これは Gegenbahr(1876)14)が雁虫類

に認めた Cleido-stem0-0mO-hyoideusにあたると

し,このことから人の舌骨下筋は胸骨,鎖骨,局

甲骨から起こり舌骨に向かう単一の板状筋が部分

的に退化消失してできると考え,この退化の度合

によって種々の破格が生じると推測した｡

著者らも鎖骨舌骨筋の成因については高野らの

推察が妥当であると考えるが,隣接筋と全く分離

独立した本症例すなわち Cleido-hyoideusacces-

soriusはとりわけ退化の度合が弱かったものであ

ると思われる｡

2.顎二腹筋前腹の破格

顎二腹筋前腹の破格は非常に高頻度に出現する

とされている (表 1)｡また破格筋の出現形態が多

様であるため, 従来から Stracker (1908)15),

ZlatKk(1933)-16),山田 (1935)17)などによって

その分類についての研究がなされている｡

表l 顎二腹筋前腹の破格出現頻度(胎児も含む)

研 究 者 破格例数/総数 頻度Wo) 人 種

LeDouble(1897)3) 7/110 6.4 フランス人

Stracker (1908)15) 163/305 53.4 ヨーロッパ人

Zlabeck (1933)16) 64/101 63.0 //

進藤 (1935)24) 72/150 48.0 日本人

山田 (1935)17) 124/203 61.1 //

戸島 .中野 (1950)18) 60/108 55.6 //

藤田 (1956)19) 21/ 62 33.8 //

山田(博) (1956)28) 14/ 25 56.0 //

上候 .塚本 (1959)20) 33/ 80 41.3 //

竹内ら (1981)21) 100/152 65.8 //
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山田は観察した破格筋を次の6型に分類してい

る｡

(Ⅰ) 原始型

起始部および停止部が幅広く,左右のもの

が正中線にまで達し,癒合して顎舌骨筋を

完全に覆う筋板状のもの｡

(ⅠⅠ) 停止型

過剰筋束の一端が二腹筋嵩にあり,他端は

放散して舌骨体および中間臆につ く,すな

わち筋束が二腹筋嵩に集中する形態のもの｡

(ⅠⅠⅠ) 起始型

中間随より起こった過剰筋束が前内方に向

かって放散する形態のもの｡

(Ⅳ) 混合型

過剰筋束が中間臆より起こり,前内万に斜

走して反対側の二腹筋駕につくもの｡

(Ⅴ) 複合型

停止型,起始型,混合型のうち何れか2つ

以上が同時に存在する場合｡

(Ⅵ) 欠損型

正常の顎二腹筋が欠如しているもの｡

以上の分類と比較すると,本症例は (ⅠⅠⅠ)の起

始型にあたると考えられる｡これは破格型のなか

でも頻度の高いものとされ,山田が48%,戸島 ･

中野 (1950)18)が42%,藤田 (1956)19)が39%,

上候 (1959)20)が41.3%,竹内ら (1981)21)が40

%と,6つの型の中で最も高率に出現したと報告

している｡しかし本症例のようにA筋が3つの筋

束に鼻かれるものは過去に報告がないように思わ

れる｡

Gegengaur(1898)22)は顎二腹筋前腹は顎舌骨筋

より分化して生ずるものであることを比較解剖学

的に証明し,したがって顎二腹筋前腹の異常は顎

舌骨筋の異常 と密接な関係があると報告 した｡

Bertelli(1928)23),進藤 (1935)24) も顎二腹筋前

腹および顎舌骨筋は同一原基より生ずるものであ

ると述べ,Gegenbaurの説を支持している｡また,

下等脊椎動物にみられる顎間筋 (M.intm andi-

bularis)も顎舌骨筋およびそこから派生する顎二

腹筋前腹-と分化すると言われている (Lubosch

193825),Kent197826)).
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一方,進藤は正常の顎二腹野前腹および顎舌骨
筋を生ずるためには,両筋の簸線維走行がその発

生期において整理され,交差することが必要であ

ると述べ,このような筋線維走行の分化が著しく

困難であるため,この筋の異常が多数出現するの

であろうと推測した｡

また,小松ら (1981)27)もLuboschによる下等

脊椎動物の下顎弓腹側の収縮飯についての比較解

剖学的研究をもとに,顎間筋かヒトの顎舌骨筋お

よび顎二腹筋前腹に分化するには発生途上に起始

･停止の移動が起こることが必要であると考え,

顎二腹筋の破格は起始 ･停止の移動が不完全なま
J

まに止まった結果生ずるのであろうと推察してい

る｡

以上のことから,顎二腹筋前腹ははじめ下等脊

椎動物では顎間筋にあたる顎舌骨筋から,山田の

分類の (Ⅰ)型のようにこれを覆う板状の筋とし

て分化し,次にその起始 ･停止の移動や筋線維走

行が整理され,交差することによって形成される

が,この過程で顎舌骨筋からの分化や起始 ･停止

の移動および筋線維走行の整理が不完全であった

場合に,様々な形態をもつ破格筋として出現する

のではないかと考えられる｡

結 論

1)1986年度新潟大学歯学蔀系統解剖実習にお

いて,同一個体に鎖骨舌骨筋および顎二腹筋前渡

の破格を認めた｡

2)鎖骨舌骨筋は右側のみに見られ,鎖骨上縁

より起こり上内方に走行して舌骨体に停止してい

た｡これは高野らの分類の (ⅠⅠⅠ)型に相当すると

考えられた｡

3)顎二腹筋前腹の破格は左右でほほ対称的に

みられ,中間膳より起こり二喝筋駕に停止する3

対の筋束に加え,やは･り中間虚より起こるが顎舌

骨筋縫線に向かう1対の筋束の2種類がみられた｡

これは山田の分類の (ⅠⅠⅠ)型に相当すると考えら

れたが,二腹筋駕に停止する醜束が3つに分けら

れるような報告はないように思われた｡

4)鎖骨舌骨筋は,胸骨,鎖骨,肩甲骨から起

こって舌骨に向かう単一の板状筋が,部分的に退
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化消失して舌骨下筋が形成される際に,その退化

の度合が弱かった場合に出現するものと考えられ

た｡

15)顎二腹筋前腹の破格は顎舌骨筋からの分化

や起始,停止の移動,および筋線維の走行の整理

が不完全であった場合に出現すると考えられた｡
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